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【緒言】 






fibroblast, HGF）が iPS 細胞の分化誘導を促進することが報告されている。また機械的伸展刺激によ







した。HGF とヒト iPS 細胞（201B7 型）を播種し、心筋細胞への分化誘導を行った。心筋組織への
分化誘導中に機械的伸展刺激を加えるため、全てのサンプルはストレッチチャンバーを用いて培養し







定量性RT-PCRの結果より、伸展刺激開始 72時間後の 18日目において、心筋マーカーである cTnT
の発現量はコントロール群と比べ、ストレッチ群で有意に増加していた。また未分化度の指標となる
多能性マーカーの Oct4、Sox2 の発現量は、両群において継時的に減少した。このことから、機械的
伸展刺激によって iPS 細胞から心筋組織への分化が促進されていることが示唆された。 
 蛍光免疫組織染色により、iPS-CMs の形態を観察したところ、両群において cTnT 陽性細胞（緑色）、
MYL2 陽性細胞（赤色）が認められ、MYL2 陽性細胞には cTnT が共発現していた。また両群ともに
サルコメア構造が確認でき、心筋組織への成熟が示された。 
 






あると言える。両群のサルコメア長を比較したところ、コントロール群が 1.164±0.158 μm であるの
に対し、ストレッチ群は 1.586±0.194 μm と有意に大きい値を示した。ヒト成熟心筋のサルコメア長
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